補助事業実績表(知的財産権取得事業)
	提出内容の種類
	特許出願

	発明・考案の名称
	○○システム

	出願日・審査日
	令和〇年〇月〇日

	発明・考案者
	代表取締役　岡崎　太郎
	出願人
	岡崎市役所株式会社

	出願番号
	特願　2024―1234▼▼

	発明の分野
	自動車用生産設備の分野

	発明した内容
(内容・効果・特徴)
	○○システムは、▽▽技術を応用したシステムであり、様々な加工を行う際に使用することができる。

○○システムを使うことによって、従来加工をしていた作業者の負担を軽減させることができ、不良も軽減・予測ができるようになった。また熟練の作業者でなくても加工できるようになった。そして、○○システムを使うことによって、作業のマニュアルを自動作成することができ、今後の作業継承にも役立てることができる。

特徴としては、○○は軽量であり、設備に取り付けることで、様々な加工を行うものに応用することができる。

また形状は、～であり、▽▽でも対応が可能。

	今後の事業の
見通し
	特許出願を予定。

社内工場での実証中。

どのような加工にも対応できるよう技術を向上させている、

また販売先も市場調査などをしながら検討中。

	特許出願を行ったことによる効果・影響
	特許出願を行うことにより、他社の製品コピーを防止することができるため、展示会などで堂々と自社の製品をアピールすることができる。
また、第３者から、開発した技術について「新規性」「進歩性」を審査されるため、技術の信頼性が向上する。技術というみえないものを可視化することで、技術を財産として保存することができる。

	備考
	


記載例








